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剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2022 年３月 31 日を基準日とする剰余金の配当を行うことについて決

議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．剰余金の配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2022 年３月 22 日公表） 

前期実績 

（2021 年３月期） 

基準日 2022 年３月 31 日 2022 年３月 31 日 2021 年３月 31 日 

1 株当たり配当金 34 円 50 銭 32 円 50 銭 17 円 50 銭 

配当金総額 2,538 百万円 ― 1,287 百万円 

効力発生日 2022 年６月 27 日 ― 2021 年６月 22 日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

２．剰余金の配当の理由 

当社の利益配分につきましては、安定的かつ継続的な配当の実施とその向上を基本姿勢としております。

また、企業価値及び株主価値の向上のため、現有事業の安定的な収益力の確保と新事業・新製品伸長に

向けた設備投資、研究開発投資を進めるほか、財務体質の改善にも努めてまいります。 

当社は、毎事業年度における配当について、期間業績に応じるほか、株主に対する責務との認識も踏ま

え、期末配当に加えて中間配当を行うことを基本としており、これら剰余金の配当の決定機関は、期末配当

については株主総会、中間配当については取締役会として、配当を実施しております。 

また、中期経営計画（JGP2025）期間中は、連結配当性向 30％以上を目標としたうえで、DOE（連結株主

資本配当率）２％を下限に配当を実施いたします。 

2022 年 3 月期の配当金につきましては、上記の方針を勘案し、期末配当予想を前回発表予想に対し２

円 00 銭増加の 34 円 50 銭とし、年間配当金額の合計は 1 株当たり 57 円 00 銭とすることといたしました。 

なお、2022 年３月 31 日を基準日とする剰余金の配当の正式決定は、2022 年６月 24 日開催予定の第

96 回定時株主総会で行う予定です。 

 

（ご参考） 

 1 株当たり配当金（円） 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

当期実績（2022 年３月期） 22 円 50 銭 34 円 50 銭 57 円 00 銭 

前期実績（2021 年３月期） 17 円 50 銭 17 円 50 銭 35 円 00 銭 

 

以 上 


